








リ ー ダ ー 紹介

副プロジェクトリー ダー （連携推進）

島崎員 博士（薬学）
東京薬科大学卒。
製薬企業の研究部門、広報部門でキャリアを
積み、執行役員も務める。
2019年5月よりiCONMに勤務。
コミュニケーションオフィサ ー として従事し
現職はコミュニケーションマネ ージャー。

プロジェクトリ ー ダー (PL)

ー木隆範 博士（工学）
東京大学卒。
東洋大学工学部助教授、
東京大学大学院工学系研究科准教授
を経て2016年より同研究科教授。
iCONMには2015年から主幹研究員
として従事し現職は研究統括。

副プロジェクトリー ダー （統括）

永井浩二 博士（農学）
名古屋大学卒。
製薬企業の研究部門でキャリアを積み
研究所長も務める。
2019年5月よりiCONMに勤務。
研究推進チ ーフコ ー ディネ ータ ー と
して従事し現職は副センタ ー長。

呼気成分の変化から
体調を知ることが

できないだろうか？

ヽ

内田建教授
東京大学大学院

工学系研究科

（研究開発課題）

〇巴康みまもりセンシング
ノステムの開発

血液検査など医療機関に出向かなくてはできない検査
をできる限り自宅でもできるようにします。例えば、家庭
で普通に日常生活を過ごす間に、寝室に設置されたセ
ンサ ー が呼気中の成分を分析し、その変化から健康状
態をチェックできる未来を描いています。

。生体l/0デバイスによる優しい
医療介入技術の開発

自宅で服薬中の薬剤の血中濃度を自動で最適な状態に
管理できる貼付型デバイスを開発します。このデバイス
さえ貼っておけば、バイオ医薬品製剤であっても自宅で

使用できるばかりか、飲み忘れや過剰摂取による薬
のトラブルを未然に防ぐことができます。

誰もが嫌う「注射」を
何か別なもので代用
できないだろうか？

ヽ

松元亮教授
東京医科歯科大学

生体材料工学研究所

◎悶益ベ
ーションの

本拠点プログラムで実施される研究の成果がスム
ーズに社会実装できるように制度改革と倫理的側
面からの考察を識者とともに事前検討するなど、社
会科学的な観点からプロジェクト全体を俯諏し将来的
に必要となるアイテムを準備する役割を担います。

革新的技術を社会実装

L 
させるためには、
制度の見直しや

ゞ222こ醸成が必用

®老化を診断 ・ 制御する
スマー トナノマシンの開発

身体各所における老化の予兆を早期に検出・
診断し、また、体内に発生した老化細胞を退治

するナノマシンやワクチンを開発します。老化の
進行を遅らせることで身体機能を維持し、健康寿

命の延伸に繋げます。

仙石慎太郎教授
東京工業大学

環境・社会理工学院

4

長寿イノベーションの実現に向けた
市民啓発と実証フィ ールド構築

看護師でなくても誰もが看護に携われるように
看護の基礎知識と理解力を市民が学ぶ学習ツ
ールやシステムを開発します。また、看護職労務
負担の見える化や困難事例への対処法のデー

タベ ース化など理工学の介入により 看護師の
仕事を強力に支援します。

老化細胞を早期に
発見し、駆除できる

ナノマシンは � 
できないだろうか？

これからの時代、誰もが看護の
文 知識を持つことが大事

そんなケアリテラシーを高める
ツ ールを開発したい

五十嵐歩准教授

西山伸宏教授
東京工業大学

科学技術創成研究院

東京大学大学院
医学系研究科・グロ ー バルナ ー シングリサー チセンタ ー
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